


　

当
協
会
は
、
昭
和
四
六
年
に
産
業
保
健
衛
生
協
会
と
し
て
、

本
部
を
世
田
谷
区
に
、
長
野
県
支
部
を
上
伊
那
郡
辰
野
町
に

開
設
し
ま
し
た
。
財
団
法
人
の
歴
史
と
し
ま
し
て
は
、
昭
和

四
八
年
に
労
働
大
臣
（
現
厚
生
労
働
大
臣
）
の
認
可
を
受
け

て
、
財
団
法
人
労
働
衛
生
協
会
と
改
称
し
本
部
と
長
野
県
支

部
そ
れ
ぞ
れ
に
付
属
光
診
療
所
を
開
設
し
ま
し
た
。
そ
の
後

本
部
は
、
昭
和
五
一
年
に
杉
並
区
高
井
戸
西
へ
の
移
転
を
経

て
、
新
社
屋
を
平
成
一
〇
年
に
杉
並
区
高
井
戸
東
に
建
設
・

移
転
し
、
さ
ら
に
平
成
一
七
年
に
は
本
部
光
診
療
所
の
名
称

を
高
井
戸
東
健
診
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
改
称
し
、
現
在
に
至
っ
て
お

り
ま
す
。

　

主
な
事
業
と
し
て
、
関
東
甲
信
地
方
を
中
心
に
、
働
く
人
々

と
そ
の
家
族
の
健
康
保
持
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
労
働
安
全
衛
生
法
を
は
じ
め
各
種
法
律
に
基
づ
く
健
康

診
断
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
の
継
続
的
な
事
業

や
発
展
の
た
め
に
、
ま
た
健
診
事
業
を
通
じ
予
防
医
学
の
面

か
ら
さ
ら
な
る
社
会
貢
献
に
向
け
、
公
益
法
人
制
度
改
革
へ

の
取
り
組
み
と
し
て
二
〇
一
〇
年
二
月
に
協
会
内
部
に
「
公
益

法
人
制
度
改
革
対
応
作
業
部
会
」
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
作

業
部
会
で
、
全
国
労
働
衛
生
団
体
連
合
会
主
催
の
公
益
法
人

協
会
の
講
習
会
等
に
参
加
し
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
二
〇
一

〇
年
十
二
月
の
理
事
会
に
お
い
て
当
協
会
は
、「
公
益
財
団
法

人
」
を
目
指
す
方
針
が
承
認
さ
れ
、
現
在
本
年
度
中
の
承
認

を
大
き
な
目
標
と
し
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　

公
益
事
業
内
容
と
し
て
の
今
後
の
主
な
展
開
と
し
て
一
つ
目

は
、
主
と
し
て
行
っ
て
い
る
職
域
・
地
域
及
び
学
校
等
に
お
け

る
各
種
法
令
等
に
基
づ
く
健
康
診
断
に
加
え
、
今
後
の
社
会

を
考
え
る
と
、
保
健
（
特
定
保
健
）
指
導
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

の
支
援
等
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
は
現
代
社
会
に
お

い
て
も
、
企
業
を
動
か
し
社
会
を
動
か
し
て
い
る
の
は
、
や
は

り
「
人
」
で
あ
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
考
え
を
持
ち
寄
っ
て

社
会
に
役
立
つ
こ
と
を
創
造
す
る
こ
と
が
、
現
代
社
会
で
の
人

の
役
目
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
人
が
心
身
と
も
に
健
康
で
い
ら

れ
て
ず
っ
と
元
気
で
あ
れ
ば
、
夢
に
向
か
っ
て
明
る
い
未
来
を

創
る
こ
と
が
で
き
、
企
業
を
元
気
に
し
、
如
い
て
は
社
会
を
元

気
に
す
る
こ
と
に
も
繋
が
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
産

業
保
健
分
野
に
携
わ
る
立
場
と
し
て
、
健
康
診
断
後
の
保
健

指
導
な
ど
で
、
人
が
よ
り
一
層
健
康
に
興
味
を
持
つ
こ
と
や
健

康
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
得
る
こ
と
が
、
予
防
医
学
と
し
て

大
切
な
こ
と
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
形
で
少
し
で

も
多
く
の
方
の
た
め
に
手
助
け
が
で
き
、
社
会
に
貢
献
で
き
た

ら
と
思
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
現
在
実
施
し
て
い
る
住
民
健
診
に
加
え
、
健
診

地
区
の
拡
充
を
図
る
た
め
に
医
師
会
等
と
の
連
携
を
よ
り
強

め
、
近
隣
地
域
の
住
民
健
診
に
力
を
入
れ
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。
現
在
当
協
会
高
井
戸
東
健
診
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
は
、「
女
性

の
た
め
の
が
ん
検
診
フ
ロ
ア
」
と
し
て
、
婦
人
科
と
乳
腺
科
を

備
え
て
い
ま
す
が
、
地
域
住
民
の
女
性
の
た
め
の
健
康
増
進
の

た
め
に
、
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
今
後
さ
ら
に
お
答
え
で
き
る
よ
う

な
対
応
も
含
め
て
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
健
康
診
断
か
ら
得
ら
れ
た
健
診
デ
ー
タ
を
分

析
し
、
健
康
増
進
に
繋
が
る
調
査
統
計
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
グ
を

目
的
と
し
た
「
調
査
・
統
計
デ
ー
タ
還
元
事
業
」
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ
、
社
会
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
各
種
法
律
に
基
づ
く
健
康
診
断
・
住
民
健
診
・
が

ん
検
診
等
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
集
計
・
統
計
学
的
に
分
析

処
理
し
、
当
協
会
が
発
行
し
て
い
る
事
業
年
報
や
無
料
配
布

の
機
関
誌
等
に
掲
載
す
る
こ
と
に
よ
り
、
皆
様
に
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
グ
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
地
域
医
師
会
・
保
健
所
・
関

係
行
政
機
関
等
に
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
の
皆
様
の

さ
ら
な
る
健
康
増
進
の
た
め
の
知
識
向
上
や
健
康
診
断
の
啓

発
に
繋
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
当
協

会
で
し
か
と
れ
な
い
独
自
の
視
点
か
ら
の
調
査
・
統
計
も
視

野
に
入
れ
て
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
当
協
会
が
公
益
財
団
法
人
の
承
認
取

得
に
向
け
て
事
業
に
取
り
組
む
上
で
、
ま
た
そ
の
事
業
を
継

続
的
に
実
行
し
て
い
く
上
で
一
番
大
切
な
こ
と
は
、
内
部
体
制

の
強
化
と
い
う
意
味
で
強
い
組
織
づ
く
り
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
一
致
団
結
し
、
自
分
た
ち
が
こ
れ
か
ら
直
面
す
る
様
々

な
困
難
や
課
題
に
対
し
、
一
つ
一
つ
解
決
す
べ
く
諦
め
な
い
で

粘
り
強
く
、
強
い
思
い
で
望
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

そ
し
て
、
産
業
の
現
場
・
地
域
社
会
に
お
け
る
不
特
定
多

数
の
方
の
健
康
づ
く
り
・
健
康
増
進
が

よ
り
一
層
進
む
よ
う
企
業
努
力
を
し
、

事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

虎
岩　

治

公
益
財
団
法
人
承
認
に
向
け
て

公
益
財
団
法
人
承
認
に
向
け
て

理
事



財団法人　労働衛生協会　　各部署の紹介

渉外部

　一般的な企業の営業部にあたる渉外部を紹介

させていただきます。渉外部は、渉外グループと

渉外推進グループの 2グループから構成されて

います。

　まずはスタッフ紹介です。親分肌でみんなを

引っ張る立岩部長代行、負けず嫌いな新井次長、

家庭料理が得意な小川グループリーダー、腰が低

くしっかり者の伊勢谷さん、渉外随一の頭脳派桑

野さん、マラソンでからだを鍛える渡辺さん、フ

ラダンスが得意な柿沼さん、勝気でみんなを支え

る山口さん、そしておっちょこちょいの私阿部の

合計9名で活動しております。

　私たちの業務内容は、事業所様のもとへお伺い

し、健康診断の検査項目の確認から始まり、日程

調整、会場確認、受診票納品、健康診断当日の立

会い、結果帳票の納品、ご請求までが業務の流れ

であります。また、協会内では打合せ表の作成、

各部署への指示、現場責任者との状況確認、問題

点の修正など、いわゆる健康診断のスタートから

ゴールまでの一連を担当しております。

　今年もスタッフ全員で新規事業所様の開拓に

向け、健康診断に現在どのようなニーズがあるの

か、今後どのようにしたらそのニーズに少しでも

お答えできるのかを考え、より多くの事業所様の

健康診断に携わっていけるよう努力していく所存

です。そして、当協会の企業理念である「Ｉ’m fine

で暮らしていこう」をモットーに、皆様とともに時

代を先取りした健康診断のあり方をご提案できた

らと考えております。

　どうぞお気軽にお声がけください。

渉外部部長代行　　阿部和夫

健康管理部

　健康管理部は、平成24年1月の組織改編によ

り情報管理部より3名の人事異動があり、職員5

名・臨時職員3名の合計8名で、主に保健指導・

健康相談等の業務を行っています。

　今年、部としましては昨年からの人事異動を含

め変化の年であります。和気藹々とした雰囲気を

保ちつつ、契約事業所の皆様及び当協会職員の

健康管理に少しでもお役に立ちたいと、日々研鑽

を重ねております。身体の健康面だけではなく、

パワーハラスメント・メンタルヘルスチェック等、

精神面の健康も注目される今日、皆様の心の健

康づくりのお手伝いにも積極的に取り組んでまい

ります。今年度の目標としましては、より多くの事

業所に健康診断後の保健指導を働きかけ、皆様の

健康づくり支援をしていきたいと考えています。

そのためにはスタッフも知識向上のための努力、

最新の知識を得るための情報収集に励み、健診

結果の統計分析を行っていきたいと思います。そ

して事業所様ごとにより細やかな傾向と対策をご

報告できるよう、対応させていただきます。

健康管理グループリーダー　　駒澤幸恵





　今、働く人の約6割が職場での強い不安や悩み、ストレスを感じています。社会不況が長引いており、時間的、
精神的に余裕を持ちにくい世の中です。
　大きなストレスが重なり、心の病を発症する人も増えています。メンタルヘルスは健康診断でカバーできない
のが現状です。ですから、まず自分自身がストレスの症状や原因に早く気づき、早めに解消することが大事です。

働く人のメンタルヘルスケア
ストレスを解消してココロを元気に！
働く人のメンタルヘルスケア
ストレスを解消してココロを元気に！
働く人のメンタルヘルスケア
ストレスを解消してココロを元気に！

ストレスを乗り越えるためには対応力が必要です。

次の4つの対応力を高めることでストレス耐性も強
まっていきます。

対処行動
休息やリラクゼーションなど自分なりのストレス
解消法を持つ

サポート
悩みを打ち明けられる同僚、友人、知人がいる

生活の幅
仕事から意識をそらせる趣味や所属する集団な
どがある

対処可能感
初めての課題や困難な
問題でもなんとかやれ
るだろうという自分へ
の信頼が高い

働く人に多いうつ病の3つのタイプ

（1）職場結合型うつ病（従来型の過重労働タイプ）

責任感や犠牲心の強い人がなりやすい。病気という
自覚を持ちにくく誰にも相談せずある日突然いなく
なったり、自殺を図ったりすることが少なくない。

【症状】早朝覚醒などの睡眠障害・疲労感・頭痛・腹痛・
焦燥感・苛立ちなど

（2）逃避型うつ病（エリートのプレッシャー崩壊タイプ）

プライドが高く、傷つけられることをひどく嫌うため、
自分がうつ病であることや現実逃避をしていることを

絶対に認めない。そのまま長期化してしまうこともあ
るので適度に出社を促すことも必要。

【症状】倦怠感・過眠傾向・休むと決めたら元気にな
る・休日は活動的に楽しめるが月曜日に欠勤するこ
とが多い

（3）未熟型うつ病（自己同一性未確立タイプ）

家族にかわいがられて育った環境が根本にあり、現実
認識が甘く、社会に出て通用しない自分に戸惑い、う
つのスパイラルにはまっていく。他罰的なのも特徴で
ある。治療では休養や薬剤の他、自立を促すための精
神療法が欠かせない。

【症状】意欲の低下・早朝覚醒など一般的なうつ症状
に加え、進行するとパニック発作や自殺衝動が出て
くる。

ストレスがたまっていく過程は大きく3つの段階に分
かれています。

●第一段階「警告期」　
ストレスは感じているがほとんど症状がない時期
精神的な疲れ・頭痛・肩こり・だるい・疲れがとれない・元気

が出ない　など

●第二段階「抵抗期」　
ストレスがたまり心身が抵抗し始める
イライラする・焦燥感・体調不良に抵抗するように無理やりが

んばる

●第三段階「疲弊期」　
重いストレスに負けて疲れきり、心の病にかかりやすい状態
身体症状が出る

（胃痛・不眠などのストレス症状が出る、自分の力で改善できない）

うつ症状が出る

（心が疲れてしまい、仕事も私生活もどんなことにもやる気が出ない）

第二段階までには気づきたい！
ストレスを感じながらもそれに抵抗して仕事に集中してしま

うことがあります。

少なくとも第二段階までには気づいて自分にあったストレス

対策をとることが大切です。

11 ストレスへの気づきが大事です 22 ストレス対応力を高めよう

33 ストレスが影響する心の病気




